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	ポイント

	
	(1)検査容器は常に清浄にして乾燥したものを使用。但し、連続的に検査を行う場合は検査容器が清浄であれば乾燥していなくてもよい。

  また使用前に検査容器が清浄なことを確かめなければならないと共に、傷がついたりして不透明になったりして検査に支障をきたすような容器を試験に使用してはならない。

  検査容器は無色透明の1000mL又は500mLガラスびんを用いる。

(2)(3)(4)

  夜間はわずかな異常を見逃す恐れがある。そのため十分明るい所で光線の具合を変えたり試料にうずを作るように容器を回したりして観察する。
(5)有機溶剤等、毒性のあるものは安全のため臭い確認を省くこと。
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